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コロナ禍でがん検診の受診控えが懸念される中、感染症に対する安全対策を十分に行い、

受診者にも協力を得ながら、安心して、定期的に検診を受けてもらうことが重要である。 

今回、コロナ禍における感染拡大防止に努めた当センターでの胃エックス線検診の取り組

みについて報告する。 

入館時の対策では、予約時間の遵守、受診者へのマスク着用と手指消毒の徹底を図り、「症

状確認カード」を用い、発熱や症状がある場合は受診不可とする。入館後の対策では、時間

当たりの予約人数を制限し、一般受診者と動線を分け、受付時は、クリアパーテーションを

設置し、問診看護師はフェイスシールドを着用し、換気や消毒を心掛けた。更に、検診時等

エリアごとのリスクレベルに応じた PPE の適切な使用を行っている。 

また、一定の予約数を超える場合は、検診車を使用し、施設での撮影と検診車での撮影を

併用することにより、受診者の待ち時間及び滞在時間短縮に繋げることができた。 

今後もセンタースタッフ一丸となって新型コロナを含む感染症の拡大防止に努めていく。 


